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天
界
第
†
號
（
第
一
巻
）
福
野
辮

　
　
　
二
次
曲
線
の
話
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
平
政
櫛
糊
鰍
輝
松
本
敏
三

　
馬
衣
曲
線
の
性
質
は
、
大
艦
御
承
知
で
あ
り
ま
ぜ
ふ
が
・
多
く
の
會
員
の

　
中
に
は
或
は
其
知
識
の
不
充
分
な
方
も
あ
ら
う
ご
思
ひ
ま
す
。
　
そ
れ
で
其
等

　
の
人
の
沁
め
に
、
全
く
初
等
の
方
法
で
是
非
知
ら
ね
ば
な
ら
む
ミ
云
ふ
も
の

　
だ
け
た
御
話
し
ま
す
。
例
に
依
っ
て
面
倒
な
謹
明
が
重
な
り
ま
す
が
、
謹
明

　
の
無
い
の
ば
無
意
昧
で
あ
り
ま
す
。
心
の
丙
で
兎
や
角
思
う
て
み
て
も
、
夫

　
れ
は
小
説
で
な
い
。
交
章
に
書
か
れ
て
あ
る
か
或
は
交
章
に
書
毒
得
な
け
れ

　
ば
小
説
で
あ
嚇
ま
ぜ
ぬ
。
謹
明
の
な
き
揖
宿
は
無
い
の
で
で
。

　
二
次
曲
線
は
叉
圓
錐
曲
線
ε
も
云
ふ
。
卓
筆
を
一
つ
の
李

面
で
切
る
時
う
三
種
の
曲
線
が
出
隅
る
。
圓
錐
を
π
て
』
お
い

て
、
横
に
切
る
ε
楕
圓
が
出
要
る
。
若
し
其
一
つ
の
母
線
に

並
行
に
切
る
ξ
、
撚
…
物
線
が
出
掌
る
。
圓
錐
の
軸
に
並
行
に

切
る
ε
、
双
曲
線
が
出
來
る
。
夫
れ
で
此
等
の
曲
線
を
圓
錐

曲
線
ξ
云
ふ
。
二
次
曲
線
ε
云
ふ
名
稽
の
意
味
は
後
に
明
に

な
b
ま
す
。

　
　
　
　
楕
　
　
圓

剛
、
中
心
0
孚
径
σ
な
る
圓
ξ
其
の
互
に
直
角
に
交
る
直
樫

鼠
虞
及
び
凪
鼠
㌦
ざ
を
謁
く
（
第
一
圖
）
。
圓
上
の
任
意
の
一

黙
9
よ
り
◎
』
に
垂
線
◎
ミ
を
下
す
。
其
垂
線
◎
ミ
上

に
、
ミ
．
禽
二
一
研
刊
隷
な
る
如
き
黙
P
を
記
す
。
今

9
黙
を
圓
周
上
に
一
廻
b
さ
せ
る
ξ
、
P
黙
も
一
廻
り
し

て
、
圖
の
如
き
曲
線
』
轄
鼠
、
切
S
鼠
を
得
る
。
此
の
曲
線
を

楕
圓
ε
云
ふ
。
比
興
匙
が
一
よ
り
大
で
も
或
は
小
で
も
作
圖

は
同
一
で
あ
る
。
但
し
比
が
一
よ
う
大
だ
ε
聴
唖
は
圓
の
躰

に
出
る
。
此
虚
の
圓
は
比
の
櫨
が
一
よ
り
小
、
帥
ち
穴
良
の

揚
合
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先
き
σ
は
∂
よ
り
大
芝
考
へ
て

お
く
。
9
が
凪
」
、
及
び
鼠
講
㌦
に
勤
王
の
位
置
に
く
れ
ば
、

タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
の

ア
も
亦
明
に
醤
照
の
位
置
に
く
る
。
故
に
楕
圓
は
此
の
二
直

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
む
　
　
ゆ
　
り
　
　
　
　
り
む
　
む
　
む
　
の
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む

線
に
關
し
劉
照
で
あ
る
、
故
に
中
豊
6
0
に
古
し
封
照
で
あ
る
。

次
ぎ
に
◎
ミ
は
ρ
が
4
に
來
だ
時
最
も
高
い
、
故
に
夫

れ
に
比
例
す
る
沁
ミ
も
ア
が
β
に
來
π
聴
最
大
で
あ
る
。

然
る
に
鼠
も
目
匙
な
る
故
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圖一第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　　

@
総
一
郵
貯

か
ら
切
O
目
“
ヒ
同
様
に
し
て
恥
6
－
1
“
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

黙
0
を
此
の
椿
圓
の
中
心
、
退
鰻
を
長
軸
（
長
さ
ミ
）
㍉
財
、

　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

を
短
軸
長
さ
＆
）
、
長
軸
の
両
端
ヨ
及
び
オ
，
を
頂
黙
、
園

　
　
　
　
　
　
　
　

を
補
助
圓
ε
云
ふ
。
若
し
食
ほ
昏
郎
ち
比
が
一
だ
ε
楕
圓
は
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
む
　
　
　
　
　
む

助
圓
ε
一
致
す
る
、
依
っ
て
圓
は
楕
圓
の
特
種
の
場
合
で
あ

る
。

二
、
．
賢
、
匙
。
。
1
守
．
U
へ
ε
書
く
、
然
る
時
は
6
は
σ
よ
り
小
で
あ

る
。
今
中
心
0
よ
り
長
軸
上
に

　
　
　
　
◎
｝
◎
㌔
、
H
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

な
る
如
く
二
三
丑
ズ
を
書
く
（
第
一
圖
）
、
此
の
二
黙
を
焦
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
む

ε
云
ふ
。
次
ぎ
に
銑
霞
U
、
ε
書
き
此
を
楕
圓
の
離
一
6
牽
ご
云

ふ
。
　
‘
が
σ
よ
り
小
な
る
故
離
必
牽
8
は
H
よ
り
小
で
あ
る

今
中
心
0
よ
り
長
軸
の
延
長
上
に

　
　
　
　
◎
b
1
1
◎
b
、
、
”
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
る
如
き
二
黙
0
，
〃
，
を
取
り
、
夫
れ
を
通
っ
て
長
軸
に
垂
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
書
く
、
此
の
二
直
線
を
準
線
ε
云
ふ
。
6
は
一
よ
り
小
な

る
故
準
線
は
椿
圓
の
外
に
あ
る
こ
ε
明
で
あ
る
。
次
ぎ
に
稽

笹
身
の
任
意
の
一
黙
ア
よ
り
0
を
通
る
準
線
に
垂
線
鵡
を
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下
し
、

夫
れ
ε
焦
黙
へ
の
距
離
．
鵠
ξ
の
比
を
求
め
る
。

　
葭
n
◎
b
一
◎
ミ
『
ド
ー
◎
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
魁

　
蛸
N
”
ミ
・
，
十
鎧
ゆ

然
る
に

　
　
　
　
ミ
・
。
－
命
）
ぎ
、
。
久
“
）
，
．
（
・
・
，
も
篭
・
）
・

　
　
　
　
薗
ミ
『
◎
㍗
一
Q
詳
へ
i
O
ミ
　
へ
臼
ぐ
、
㍉
1
斜
図

此
等
の
値
を
代
入
し
て
少
し
く
計
算
す
る
ご

　
　
　
　
逼
日
＆
一
鴨
匿
◎
．
ミ

ε
な
る
、
故
に

　
　
　
　
蛸
．
国
け
、
…
…
一
二
八
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
の
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
ゆ

P
は
楕
圓
上
の
任
意
の
黙
な
る
故
、
定
黙
ご
定
直
線
へ
至
る

。
　
o
　
o
　
o
　
”
、
◎
　
o
　
“
　
●
　
o
　
　
o
　
●
　
●
6
　
●
　
●
　
●
　
o
　
“
　
●
　
o
　
o

距
離
の
比
が
一
定
に
し
て
、
其
値
が
一
よ
り
小
な
る
が
如
き

む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　

難
の
軌
跡
は
楕
圓
な
り
。
定
黙
は
焦
黙
、
定
直
線
は
…
準
線
に

し
て
．
比
は
離
．
心
牽
に
相
當
す
。

邑
、
前
節
に
於
て

　
　
　
　
箒
匙
i
魯
O
き

な
る
事
を
謹
明
し
た
が
、
照
れ
ε
同
様
の
方
注
で
他
の
焦
黙

に
至
る
距
離

　
　
　
　
陶
「
“
輿
十
賢
◎
幅
鴫

な
る
事
が
容
易
に
謹
明
せ
ら
れ
る
、
故
に

　
　
　
　
　
　
E
　
H
　
D

　
　
　
圃
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
ノ
P
暫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
バ

P
　
　
一
．
，
，
－
一
珂

　
／
　
　
　
π
」

　
　
／
　
　
　
　
　
　
琿

ρ　3一

／才　　　　　　　1獅
@　　　　　　！／i　　　　　　　　　　　　／ ノ「　　　1

引
　
i
　
I

ピ
ゾ
　
ん
ガ

”
一

三

圖二第
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竈
＋
竈
、
n
ミ
》
…
…
蜘
欝
㊦
蜘
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

P
は
楕
圓
上
の
任
意
の
黙
な
る
故
、
二
定
黙
に
至
る
距
離
の

む
　
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
む
　
ゆ
　
る
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

和
が
一
定
な
る
が
如
き
黙
の
軌
跡
は
楕
圓
な
ザ
。
定
黙
は
焦

黙
に
し
て
距
離
の
和
は
、
長
軸
の
長
さ
に
相
召
す
。
此
定
理

に
て
椿
圓
を
機
械
的
に
書
く
事
が
煮
干
灸
郎
ち
或
る
長
さ

の
系
の
両
端
を
議
定
丑
例
に
固
定
し
、
鉛
筆
で
系
を
引
き
か

け
て
一
廻
り
す
る
ε
鉛
筆
は
椿
圓
を
書
く
。

四
、
三
角
形
の
頂
角
の
内
外
二
等
分
線
が
底
邊
を
分
つ
分
の

比
は
頂
角
を
挾
む
二
蓬
の
比
に
等
し
、
且
つ
其
の
逆
も
眞
な

る
事
は
よ
く
御
承
知
で
せ
う
。
此
定
理
を
時
々
用
ひ
ま
す
。

今
町
圓
上
に
任
意
の
二
黙
ゑ
グ
を
取
り
、
焦
黙
刃
へ
結
ぶ
。

次
ぎ
に
其
の
二
黙
か
ら
〃
を
通
る
準
・
線
に
垂
線
、
魯
鳶
を
下

し
弦
聴
が
其
準
線
ご
交
る
黙
を
乃
ど
す
。
｛
第
二
圖
左
）
然

る
時
は
第
三
條
に
云
つ
π
如
く

　
　
　
　
、
、
パ
、
篭
M
㍉
、
H
緊
飛
噂

故
に
§
ミ
は
直
角
三
角
形
な
る
事
に
注
意
す
る
ε
、

　
　
　
　
、
、
、
一
三
1
、
蒜

　
　
　
　
・
㍗
　
　
飛
　
　
ミ
．

故
に
諒
腫
は
、
」
、
、
マ
の
釈
、
、
ず
の
外
角
の
二
等
分
線

で
あ
る
。
（
此
の
一
興
に
於
て
、
若
し
焦
黙
F
を
使
用
す
る
な

ら
ば
、
準
線
に
は
刀
を
通
る
も
の
を
用
ひ
ね
ば
な
ら
す
。
例

を
用
ひ
π
の
は
、
扇
面
を
節
約
す
る
爲
譲
り
で
あ
る
）
。

一
般
に
曲
線
上
の
二
黙
を
通
る
直
線
が
あ
っ
て
、
其
一
黙
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

限
り
な
く
他
の
黙
に
接
近
し
π
時
の
、
直
線
の
極
限
を
接
線

ε
云
ふ
。
で
幽
霊
7
が
限
り
な
く
黙
ク
に
接
近
（
椿
圓
上
で
）

す
る
ご
、
弦
ミ
は
黙
ク
に
於
け
る
接
線
に
な
る
。
然
る
に

海
際
叡
㌧
、
、
“
、
の
外
角
は
二
直
角
に
な
る
。
其
外
角
の
二
等

分
線
で
あ
る
認
竪
は
、
其
極
限
に
於
て
、
、
腕
に
垂
直
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
や
　
　
む
　
　
　

る
。
第
二
圖
右
に
其
場
合
が
導
い
て
あ
る
。
、
受
は
P
に
於

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
む

け
る
接
線
で
、
亀
が
モ
に
垂
直
で
あ
る
。
次
ぎ
に
弦
、

、
が
延
長
し
て
楕
圓
ε
交
る
黙
を
測
ε
す
る
。
只
今
の
謹
明

で
劃
に
於
け
る
接
線
が
、
刀
を
通
る
準
線
ご
の
交
黙
蓬
焦
黙

F
ご
を
結
ん
だ
直
線
は
弦
㌔
、
肉
（
即
ち
電
）
に
垂
直
で
あ
る

然
る
に
既
に
、
竈
↑
鴇
で
あ
る
か
ら
P
に
於
け
る
接
線
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
の
　
　
　
む
　
む

亦
∬
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
南
武
を
通
る
弦
の
両
端
に
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の
　
ゐ
　
む
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
り
　
む
　
　
　
む

於
け
る
接
線
の
交
黙
の
軌
跡
は
準
線
で
あ
る
。
此
の
定
理
を

使
用
す
る
ε
、
楕
圓
上
の
任
意
の
一
存
に
於
け
る
接
線
を
書

く
の
は
容
易
で
あ
る
。
郎
ち
其
黙
よ
り
焦
黙
を
通
る
弦
を
引

き
、
焦
黙
よ
り
其
の
弦
に
垂
線
を
引
き
、
其
れ
が
準
線
ε
交

る
黙
ε
初
め
の
黙
ε
を
結
ん
だ
も
の
が
求
む
る
接
線
で
あ

る
。五
、
曲
線
の
一
黙
に
於
て
、
其
の
黙
に
於
け
る
接
線
に
垂
直

　
　
　
　
　
む
　
　
　

な
る
接
線
を
法
線
ご
云
ふ
。
既
に
前
條
で
楕
圓
の
接
線
の
書

き
方
を
御
話
し
た
か
ら
楕
圓
の
法
線
は
容
易
に
講
く
事
が
出

重
る
。
街
ほ
少
し
耀
け
よ
う
。
黙
ア
に
於
け
る
法
線
を
ミ

ε
す
る
（
第
二
義
右
）
。
ア
よ
り
準
線
に
垂
線
葭
を
下
す
ξ

元
來
敷
§
は
直
角
で
あ
る
か
ら
、
、
鳶
を
掌
裡
ε
す
る

圓
は
、
五
及
び
万
を
通
る
。
聖
は
法
線
で
あ
っ
て
接
線
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
の
　
む
　
の
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
垂
直
だ
か
ら
、
、
≧
は
此
の
圓
の
接
線
で
あ
る
。

六
、
前
馬
の
定
理
及
び
篭
＝
き
を
注
意
せ
ば
、

　
　
　
　
収
叢
書
藁
u
敷
箋
口
収
鳶
紅

斑
に
」
塁
」
ミ
は
相
似
形
で
あ
る
。
故
に
第
二
條
の

定
理
を
参
考
せ
ば

　
　
　
　
来
－
索
輿
ひ
葦
・
蛸

同
様
に
し
て
梅
肉
、
口
臨
・
詑
、
で
あ
る
か
ら
、
賭
肉
㍉
乏
、
、
昌

電
、
ミ
、
ε
な
る
。
故
に
毫
は
」
電
、
の
頂
角
収
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
　

譜
、
の
こ
等
分
線
で
あ
る
。
邸
ち
楕
圓
の
一
剣
に
於
け
る
法

　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
の
　
む
　
り
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
ゆ
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　

線
は
、
其
黙
を
両
焦
難
に
結
ん
だ
直
線
間
の
角
を
等
分
す
。

吉
ひ
か
へ
る
ざ
、
楕
圓
を
鏡
ξ
見
れ
ば
田
畑
よ
り
出
た
光
線

は
反
射
の
後
、
他
の
焦
黙
を
通
る
事
こ
な
る
。
之
で
焦
黙
な

る
盲
葉
が
有
意
義
で
あ
る
。

七
、
此
れ
以
上
の
御
話
に
は
立
鰐
幾
何
の
知
識
が
必
要
で
あ

る
が
、
私
は
輩
に
實
例
で
其
知
識
に
か
へ
ま
す
。
太
陽
は
遠

方
で
あ
る
か
ら
、
光
線
は
並
行
光
線
で
あ
る
ε
三
塁
し
ま
す

今
若
し
一
尺
の
棒
（
直
線
あ
床
上
に
投
げ
る
影
が
五
寸
な
ら

二
尺
の
棒
の
床
上
に
投
げ
る
影
は
前
の
影
の
二
倍
邸
ち
「
尺

で
し
よ
う
。
此
の
二
本
の
棒
が
窪
々
で
あ
っ
て
、
互
に
並
行

の
時
も
結
果
は
同
じ
で
す
。
廓
ち
互
に
並
行
な
る
棒
の
長
さ

の
比
は
、
並
行
光
線
に
依
っ
て
出
屠
る
影
の
長
さ
の
比
に
等
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し
。
翼
翼
す
る
ε
、
並
行
光
線
の
場
合
、
並
行
な
る
棒
の
長

さ
ど
、
其
の
影
の
長
さ
ε
は
比
例
す
る
。
殊
に
、
棒
が
床
に

並
行
な
る
聴
は
、
棒
ざ
影
ご
は
同
じ
長
さ
で
あ
る
。

次
ぎ
に
、
光
線
が
床
に
直
角
な
場
合
を
肴
へ
る
。
矩
形
の
板

の
投
ず
る
影
は
『
若
し
矩
形
の
一
壷
が
床
に
並
行
な
る
時
は

亦
一
つ
の
矩
形
で
あ
る
。
今
其
一
漫
の
長
さ
を
駕
ざ
す
る
ξ

影
も
亦
鋸
で
あ
る
。
他
の
一
意
の
長
さ
を
〃
ざ
す
る
ε
、
之

は
床
に
並
行
で
な
い
か
ら
影
は
，
π
ε
な
る
だ
ら
ふ
。
依
っ
て

面
積
の
關
係
は
次
ぎ
の
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
鞭
、
趨
報
ロ
ミ
ミ
㍉
、
§
汀
戦
㍉
蕊
堕

郎
ち
　
　
　
　
湘
㊦
鼠
麟
一
高
野
㊦
風
勢
×
晋
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜

然
る
に
棒
の
長
さ
ε
影
の
長
さ
ε
は
比
例
す
る
か
ら
、
矩
形

の
床
に
並
行
で
な
い
邊
の
長
さ
（
π
）
が
攣
っ
て
も
上
式
は
不

攣
で
あ
る
。

今
圓
の
投
ず
る
影
を
考
へ
る
。
其
生
出
が
σ
だ
ε
す
る
ε
、

床
に
並
行
な
圓
の
直
下
凪
退
、
の
影
は
同
じ
長
さ
で
ミ
で
あ

る
。
而
し
て
嵐
遮
に
直
角
な
圓
の
弦
食
言
の
影
．
乙
は
比
例

す
る
故
に
影
は
ミ
長
ご
す
る
珍
襲
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
訟

（
第
一
條
）
。
諏
暖
に
直
角
な
並
行
弦
の
内
、
直
脛
凪
鼠
　
、
の

影
は
最
も
長
い
。
其
影
の
長
さ
を
尊
ε
す
る
ε
、
其
れ
か

沸
石
の
短
軸
で
あ
る
。
而
し
て
影
ε
實
物
ざ
の
比
は
上
に
云

っ
た
様
に
野
良
で
あ
る
。
今
鳳
　
を
直
轄
資
財
、
に
並
行
な
邊

を
持
つ
無
血
の
矩
形
の
和
ε
見
る
な
ら
ば
、
其
各
め
矩
形
の

面
積
に
一
定
の
比
野
亀
を
乗
ず
れ
ば
、
，
影
の
面
積
が
出
來
る

か
ら
、
其
等
を
加
へ
れ
ば
楕
圓
の
面
積
こ
な
る
、
圓
ピ
而
積

は
荊
㍉
だ
か
ら

　
　
　
　
講
國
㊦
自
麟
昌
㍉
ト
日
一
§

　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　
の
　
む
　
の
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む

即
ち
自
習
の
面
積
は
長
軸
の
引
分
ε
、
短
軸
の
孚
分
ε
の
積

む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
の
　
　
ぽ
　
　
む
　
　
ゆ

に
、
圓
周
面
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。

八
、
第
三
圖
は
圓
ε
其
の
影
の
楕
圓
ご
を
別
々
に
語
い
た
も

の
で
あ
る
。
圓
の
蔓
♂
徳
、
…
等
の
並
行
弦
の
影
は
亦
楕
厨

の
団
団
」
詑
、
…
等
の
並
行
弦
ε
な
る
。
今
0
を
圓
の
中
一
6

ミ
を
其
の
直
脛
ご
す
る
、
而
し
て
其
れ
に
直
角
な
直
脛
§
、
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Pカ

γ

0

k’
、
p
．
γ

〃プ
燕

第三圖

の
影
は
楕
圓
に
重
て
、

霞
、
ε
な
る
ε
す
る
。

而
る
時
は
直
参
嚢
、
は

§
♂
慧
ド
…
等
の
並
行
弦

の
中
黙
の
軌
跡
で
あ
る
。

故
に
霞
、
巴
豊
門
団
の

モ
．
単
…
等
の
並
行
弦
の
三

下
を
通
過
す
る
。
其
理
由

は
明
白
だ
。
今
御
話
し
π

通
り
、
例
へ
ば
弦
慧
、
を

取
っ
て
考
へ
る
ε
、
》
臼

憩
「
だ
か
ら
、
影
に
於
て

も
誠
1
一
鴇
、
．
で
あ
る
。

薙
に
3
は
～
の
影
で
あ

る
。
然
る
に
圓
の
他
の
任

意
の
並
行
弦
の
中
黙
の
軌

跡
（
即
ち
あ
る
直
径
）
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

0
を
通
る
か
ら
、
楕
圓
の

む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
む

任
意
の
並
行
弦
の
中
黙
の

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　

軌
跡
も
亦
0
を
通
る
直
線

　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
0
を
通
る
楕
圓
の
弦
を
脛
己
云

ふ
長
軸
、
短
軸
等
は
其
径
で
あ
る
。
且
つ
圓
の
直
角
な
る
直

脛
蓑
の
ミ
＼
の
影
で
あ
る
所
の
脛
自
”
図
図
を
楕
圓
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

範
脛
ε
云
ふ
。
一
封
の
共
範
脛
は
必
ず
し
も
互
に
垂
直
で
な

い
併
し
只
一
つ
長
軸
ε
短
軸
ε
は
互
に
垂
直
な
る
共
範
輕
で

あ
る
。

次
ぎ
に
μ
，
ρ
に
於
け
る
圓
の
接
線
の
交
黙
を
9
ε
す
る
ビ
、

其
れ
は
直
脛
＆
置
上
に
あ
っ
て
且
つ
塁
ミ
q
ミ
悼
ざ
な
る
事

は
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
此
の
接
線
の
影
は
且
グ
に
於
け

る
楕
圓
の
接
線
ざ
な
り
ま
す
。
　
（
接
線
を
極
く
接
近
し
た
二

黙
を
通
る
弦
ε
見
れ
ば
、
此
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
）
、
且
つ

交
黙
σ
は
亦
共
二
君
の
一
つ
肖
、
の
上
に
來
る
に
蓮
い
な

い
。
而
し
て
棒
ε
夕
影
ε
は
比
例
す
る
か
ら
、
亦
◎
鯵
◎
◎

口
◎
k
団
な
る
事
も
明
自
で
あ
る
。
…
般
に
楕
圓
の
二
接
線
の

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

交
…
黙
を
極
、
接
心
を
連
ね
た
直
線
を
其
極
線
ε
云
ふ
。
そ
う

　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
の
　
　
り
　
　
む
　
　
の
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
む

す
る
ε
、
極
は
極
線
に
並
行
な
脛
ざ
共
範
な
る
裡
の
上
に
あ

の
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
む
　
む
　
　
の
　
む
　
む
　
　
　
り
　
む
　
　

っ
て
中
心
か
ら
の
距
離
に
つ
い
て
は
上
に
書
い
た
様
な
關
係

む
　
　
む
　
　
む

が
あ
る
。
極
が
楕
圓
上
に
來
る
ε
極
線
は
接
線
己
な
る
。
圓

に
於
け
る
ど
同
様
で
あ
る
。
ま
だ
重
要
定
理
が
若
干
残
っ
て

み
る
が
、
私
は
楕
圓
に
關
す
る
話
を
之
で
打
切
る
。


